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(57)【要約】
【課題】電池セル積層体の積層長さに応じてバインドバ
ーを個別に用意することなく、共通のバインドバーで締
結可能とする。
【解決手段】電池セル積層体の端面に配置されたエンド
プレート５と、角形電池セル１１の積層方向に延長され
、積層された電池セル積層体の側面を締結するようエン
ドプレート５に固定されたバインドバーと、を備える電
池積層構造体であって、バインドバーは、角形電池セル
１１の積層方向に対して長さを変更可能な伸縮機構と、
伸縮機構を任意の位置で固定可能な固定機構と、を備え
ることができる。これにより、電池積層構造体は、要求
される電圧に対しての電池セル積層体の積層長さに適宜
調整可能で、共通のバインドバーで対応できる利点が得
られる。さらにバインドバーは、積層される角形電池セ
ルのスタックによる公差に対応し、定圧でエンドプレー
ト間を締結することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電極端子を有する複数の角形電池セル(11)を積層してなる電池セル積層体と、
　前記電池セル積層体の端面に配置されたエンドプレート(5)と、
　前記角形電池セル(11)の積層方向に延長され、積層された前記電池セル積層体の側面を
締結するよう前記エンドプレート(5)に固定されたバインドバーと、
を備える電池積層構造体であって、
　前記バインドバーは、
　　前記角形電池セル(11)の積層方向に対して長さを変更可能な伸縮機構と、
　　前記伸縮機構を任意の位置で固定可能な固定機構と、
を備えることを特徴とする電池積層構造体。
【請求項２】
　請求項１に記載の電池積層構造体であって、
　前記バインドバーが、第一サブバー(8A)と第二サブバー(8B)とで構成され、
　前記伸縮機構が、前記第一サブバー(8A)と前記第二サブバー(8B)とを嵌合する入籠構造
体で構成され、
　前記固定機構が、前記入籠構造体を連結し固定することを特徴とする電池積層構造体。
【請求項３】
　請求項１に記載の電池積層構造体であって、
　前記バインドバーの前記伸縮機構が、第一サブバー(18A)と第二サブバー(18B)とをター
ンバックル(18T)にて連結することを特徴とする電池積層構造体。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一に記載の電池積層構造体であって、
　前記バインドバーは、前記角形電池セル(11)の積層方向に対して部分的な変形可能な弾
性体を備えてなることを特徴とする電池積層構造体。
【請求項５】
　請求項４に記載の電池積層構造体であって、
　前記弾性体が、前記バインドバーの延長方向の一部において、該延長方向と交差する方
向に折曲され、かつＵ字状に形成されたＵ字状折曲部(31)で構成されてなることを特徴と
する電池積層構造体。
【請求項６】
　請求項４に記載の電池積層構造体であって、
　前記弾性体が、前記バインドバーと前記エンドプレート(5)との間で、前記角形電池セ
ル(11)の積層方向に弾性変形可能な姿勢で介在されたダンパー部(32)で構成されてなるこ
とを特徴とする電池積層構造体。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一に記載の電池積層構造体を備える車両。
【請求項８】
　複数の前記角形電池セル(11)を積層した前記電池セル積層体の両端面に配置された前記
エンドプレート(5)同士を締結するため、前記角形電池セル(11)の積層方向に延長され、
積層された前記電池セル積層体の側面を締結するよう前記エンドプレート(5)に固定され
た電池積層構造体用のバインドバーであって、
　前記角形電池セル(11)の積層方向に対して長さを変更可能な伸縮機構と、
　前記伸縮機構を任意の位置で固定可能な固定機構と、
を備えてなることを特徴とする電池積層構造体用のバインドバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の角形電池セルを積層した電池積層構造体及びこれを備える車両並びに
電池積層構造体用のバインドバーに関し、特にハイブリッド車、燃料電池自動車、電気自
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動車、電動オートバイ等の電動車両に搭載されて車両を走行させるモータの電源装置、あ
るいは家庭用、工場用の蓄電用途等に使用される大電流用の電源装置に電力を供給する電
池積層構造体を構成する角形電池セルを締結するバインドバーの改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電源装置は、多数の電池セルを直列に接続して出力電圧を高く、また並列に接続して充
放電電流を大きくできる。したがって、自動車を走行させるモータの電源等に使用される
大電流、大出力用の電源装置は、複数の電池セルを直列に接続して出力電圧を高くしてい
る。この種の用途に使用される電源装置は、複数の角型電池セルを積層した電池積層構造
体として、金属製のバインドバーで締結している。
【０００３】
　しかしながら、電池セルの外装缶の製造公差に加え、電池セルが大電流での充放電によ
って外装缶が膨張することがあり、この結果電池積層体の積層長さは、一定しない。この
ため、一定長さのバインドバーで締結すると、締結の圧力が電池積層体毎に異なることと
なる。
【０００４】
　仮に均一な圧力で電池セルを押圧しようとすれば、長さの異なるバインドバーで締結す
る必要が生じ、多くのバインドバーを要する必要が生じ、非常に手間がかかる。これに対
して、図１２に示すようにスプリングを用いて弾性変形可能としたバインドバーが提案さ
れている（特許文献１参照）。このバインドバーは、電池積層体９２０の両端部にある拘
束プレート９２１をナット９２５で締め付けて狭持し、さらにバインドバー９２３の中央
部にあるスプリング９２４により電池積層体９２０の長さの変化に対応できる。また一方
の拘束プレート９２１には圧力センサ９２６が設けており、一定圧力を超えると充電を停
止する電池ＥＣＵ９２８の電子回路等を有している。この構成では、バインドバーの構成
が複雑でありコストがかかるという問題があった。
【０００５】
　また、要求される電圧や容量に応じて電池積層体を構成する電池セルの積層数を変化さ
せることがあり、このような大きな変化には対応できない。よって、いずれにしても電池
積層体毎に適切な長さのバインドバーを用意する必要が生じる。この結果、電池積層体毎
にバインドバーを設計する必要が生じ、コストと手間がかかるという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－２３８６０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、従来のこのような問題点を解決するためになされたものである。本発明の主
な目的は、電池セル積層体の積層数や積層長さに応じてバインドバーを個別に用意するこ
となく、共通のバインドバーで適切な締結を行うことのできる電池積層構造体及びこれを
備える車両並びに電池積層構造体用のバインドバーを提供することにある。
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の側面に係る電池積層構造体によれば、前
記電池セル積層体の端面に配置されたエンドプレート５と、前記角形電池セル１１の積層
方向に延長され、積層された前記電池セル積層体の側面を締結するよう前記エンドプレー
ト５に固定されたバインドバーと、を備える電池積層構造体であって、前記バインドバー
は、前記角形電池セル１１の積層方向に対して長さを変更可能な伸縮機構と、前記伸縮機
構を任意の位置で固定可能な固定機構と、を備えることができる。これにより、電池積層
構造体は、要求される電圧に対しての電池セル積層体の積層長さに適宜調整可能で、共通
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のバインドバーで対応できる利点が得られる。さらにバインドバーは、積層される角形電
池セルのスタックによる公差に対応し、一定の圧力（定圧）でエンドプレート間を締結す
ることができる。
【０００９】
　また第２の側面に係る電池積層構造体によれば、前記バインドバーが、第一サブバー８
Ａと第二サブバー８Ｂとで構成され、前記伸縮機構が、前記第一サブバー８Ａと前記第二
サブバー８Ｂとを嵌合する入籠構造体で構成され、前記固定機構が、前記入籠構造体を連
結し固定することができる。これにより、エンドプレートは、固定された第一サブバーと
第二サブバーを入籠構造体の途中から嵌合し、ねじ等による固定機能で連結し固定するこ
とで、バインドバーを定圧で締結することができる。
【００１０】
　さらに第３の側面に係る電池積層構造体によれば、前記バインドバーの前記伸縮機構が
、第一サブバー１８Ａと第二サブバー１８Ｂとをターンバックル１８Ｔにて連結すること
ができる。これにより、エンドプレートは、固定された第一サブバーと第二サブバーをタ
ーンバックルにて連結し固定する固定機能で、バインドバーを定圧で締結することができ
る。
【００１１】
　さらにまた第４の側面に係る電池積層構造体によれば、前記バインドバーは、前記角形
電池セル１１の積層方向に対して部分的な可能な弾性体を備えることができる。これによ
り、伸縮構造で電池セル積層体全体の寸法変化を吸収することができ、電池積層構造体を
構成する角形電池セル部材等の熱膨張や変形に応じて適切な締結状態に維持することがで
きる。
【００１２】
　さらにまた第５の側面に係る電池積層構造体によれば、前記弾性体が、前記バインドバ
ーの延長方向の一部において、該延長方向と交差する方向に折曲され、かつＵ字状に形成
されたＵ字状折曲部３１で構成できる。これにより、折曲部をバネ状に構成して、電池積
層体がバインドバーの延長方向に寸法が変化しても弾性的に変形でき、拘束状態を維持し
つつ長さの変化に対応できる利点が得られる。
【００１３】
　さらにまた第６の側面に係る電池積層構造体によれば、前記弾性体が、前記バインドバ
ーと前記エンドプレート５との間で、前記角形電池セル１１の積層方向に弾性変形可能な
姿勢として介在されたダンパー部３２で構成できる。これにより、ダンパー部が弾性変形
することで、部品寸法変化を吸収することができ、さらに定圧締結を維持することができ
る。
【００１４】
　さらにまた第７の側面に係る車両は、上記の電池積層構造体を備えることができる。
【００１５】
　さらにまた第８の側面に係るバインドバーによれば、複数の前記角形電池セル１１を積
層した前記電池セル積層体の両端面に配置された前記エンドプレート５同士を締結するた
め、前記角形電池セル１１の積層方向に延長され、積層された電池セル積層体の側面を締
結するよう前記エンドプレート５に固定された電池積層構造体用のバインドバーであって
、前記角形電池セル１１の積層方向に対して長さを変更可能な伸縮機構と、前記伸縮機構
を任意の位置で固定可能な固定機能とを備えることができる。これにより、複数の角形電
池セルを積層した数に限定され、長さが異なる複数のバインドバーを用意することなく、
部品の共通化を図ることができる。さらに、各角形電池セルに対し一定な拘束力を持たせ
ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例１に係る電源装置の概略展開斜視図である。
【図２】実施例１に係る電池積層構造体を示す斜視図である。
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【図３】実施例１に係るバインドバーを示す斜視図である。
【図４】図２のＩＶ－ＩＶ間に係る電池積層構造体を示す断面図である。
【図５】図４のバインドバー部分に係る（ａ）が接合前で（ｂ）が接合後の拡大断面図で
ある。
【図６】変形例１に係るバインドバーを示す斜視図である。
【図７】応用例１に係る電池積層構造体を示す斜視図である。
【図８】変形例２を示す電池積層構造体の斜視図及び折曲部の拡大斜視図である。
【図９】電源装置を搭載した車両の一例を示すブロック図である。
【図１０】電源装置を搭載した車両の他の例を示すブロック図である。
【図１１】蓄電用の電源装置に適用する例を示すブロック図である。
【図１２】従来の組電池を示す概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す実施の形態
は、本発明の技術思想を具体化するための電池積層構造体及びこれを備える車両並びに電
池積層構造体用のバインドバーを例示するものであって、本発明は電池積層構造体及びこ
れを備える車両並びに電池積層構造体用のバインドバーを以下のものに特定しない。さら
に、本明細書においては、特許請求の範囲を理解しやすいように、実施例に示される部材
に対応する番号を、「特許請求の範囲」および「課題を解決するための手段の欄」に示さ
れる部材に付記している。ただ、特許請求の範囲に示される部材を、実施の形態の部材に
特定するものでは決してない。特に実施の形態に記載されている構成部材の寸法、材質、
形状、その相対的配置等は、特定的な記載がない限りは、本発明の範囲をそれのみに限定
する趣旨ではなく、単なる説明例にすぎない。なお、各図面が示す部材の大きさや位置関
係等は、説明を明確にするため誇張していることがある。さらに以下の説明において、同
一の名称、符号については同一もしくは同質の部材を示しており、詳細説明を適宜省略す
る。さらに、本発明を構成する各要素は、複数の要素を同一の部材で構成して一の部材で
複数の要素を兼用する態様としてもよいし、逆に一の部材の機能を複数の部材で分担して
実現することもできる。また、一部の実施例、実施形態において説明された内容は、他の
実施例、実施形態等に利用可能なものもある。
（実施例１）
【００１８】
　以下、実施例１として電池積層構造体を車載用の電源装置に適用した例を、図１～図５
に基づいて説明する。これらの図において、図１は電源装置から外装ケースを外した概略
斜視図、図２は図１の電池積層構造体を示す斜視図、図３は図２のバインドバーを示す斜
視図、図４は図２の電池積層構造体におけるＩＶ－ＩＶ間を示す断面図、図５は図４のバ
インドバー部分に係る（ａ）が接合前で（ｂ）が接合後の拡大断面図をそれぞれ示してい
る。
（電源装置１００）
【００１９】
　電源装置１００の外観は、図１の概略展開斜視図に示すように、上面を長方形状とする
箱形である。この電源装置１００は、外装底面ケース３に電池積層構造体１０を複数設置
し、断面コ字状の外装上ケース１で電池積層構造体１０を被覆すると共に、外装上ケース
１の両端縁を端面カバー２で各々被覆する様態としている。また車載時に固定しやすいよ
う、外ケース１及び外装底面ケース３の長手方向の両側面には垂直に突出したフランジ４
Ａ及びフランジ４Ｂが設けられている。フランジ４Ａ及びフランジ４Ｂには、ねじ穴を開
口しており、ねじ穴を利用したねじ止めを容易にしている。
【００２０】
　外装上ケース１に含まれる電池積層構造体１０は、組電池で構成される。図１の実施の
形態１では、４台の電池積層構造体１０で電源装置１００を構成している。電池積層構造
体１０は、図２の斜視図に示すように、複数の角形電池セル１１を絶縁性のセパレータ６
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を介して積層した電池セル積層体で構成される。これにより複数の角形電池セル１１は、
隣接する角形電池セル１１間の絶縁を図ることができる。
（角形電池セル１１）
【００２１】
　ここで積層される角形電池セル１１は、角形電池からなる薄型の略箱形状とし、上面の
両端部に正負一対の電極端子１４を斜め方向に突出させると共に、電極端子１４間には安
全弁１５を設けている。安全弁１５は、角形電池セル１１の内圧が所定値以上に上昇した
際に開弁して、内部のガスを放出できるように構成される。安全弁１５の開弁により、角
形電池セル１１の内圧上昇を停止することができる。
【００２２】
　角形電池セル１１を構成する素電池は、リチウムイオン電池、ニッケル－水素電池、ニ
ッケル－カドミウム電池等の充電可能な二次電池である。特に薄型電池にリチウムイオン
電池を使用すると、電池積層構造体全体の容量に対する充電容量を大きくできる特長があ
る。
（セパレータ６）
【００２３】
　ここで角形電池セル１１は、金属製の外装缶で製作している。この角形電池セル１１は
、隣接する角形電池セル１１の外装缶のショートを防止するために絶縁材のセパレータ６
を挟着している。なお角形電池セルの外装缶は、プラスチックなどの絶縁材で製作するこ
ともできる。この場合、角形電池セルは外装缶を絶縁して積層する必要がないので、セパ
レータを金属製とすることもできる。
【００２４】
　なおセパレータは、両面に角形電池セルを嵌着構造で連結することもできる。角形電池
セルに嵌着構造で連結されるセパレータを介在させることで、隣接する角形電池セルの位
置ずれを阻止して積層できる。
【００２５】
　さらに電池積層構造体１０は、角形電池セル１１とセパレータ６との積層体を両端面か
らエンドプレート５で狭持するよう、バインドバー２０で側面を締結する。バインドバー
２０は、止ネジ１６を図３で示す取付孔２１にねじ込んで、エンドプレート５に固定され
る。図示しないが、止ネジ１６が角形電池セル１１の積層方向に進行するように、エンド
プレート５の内面に固定しているナットにねじ込まれて、バインドバー２０をエンドプレ
ート５に固定している。または、全体を金属プレートとするエンドプレートは、両端面又
は両側面に雌ネジ孔のねじ穴を設けて、ここに止ネジをねじ込んでバインドバーを固定す
ることもできる。
（バインドバー）
【００２６】
　この電池積層構造体１０は、図２に示すように角形電池セル１１の積層方向に沿った側
面を、それぞれ２組のバインドバー２０により締結しており、左右の側面で計４組のバイ
ンドバー２０により電池セル積層体を結束している。このバインドバー２０の両端には、
エンドプレート５にネジ止めされる取付孔２１を形成した折曲部９を有している。
【００２７】
　従来のバインドバーは、一定の長さに固定されているため、積層される角形電池セルの
積層段数及び積層される角形電池セルのスタックによる公差に十分対応できなかった。こ
れに対し図３の斜視図に示す実施例１のバインドバーは、第一サブバー８Ａと第二サブバ
ー８Ｂを結合してバインドバー２０を構成している。このバインドバー２０は、第一サブ
バー８Ａと第二サブバー８Ｂとを嵌合する入籠構造体で構成している。これにより、電池
積層構造体１０は、複数の電池セル積層体の積層長さ方向に適宜調整可能で、長さの異な
るバインドバーを個別に用意することなく、共通のバインドバーで対応できる利点が得ら
れる。さらにバインドバー２０は、積層される角形電池セル１１のスタックによる公差に
対応させて、定圧で両端エンドプレート５を締結することができる。
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【００２８】
　この第一サブバー８Ａは、エンドプレート５にネジ止めされる取付孔２１を形成した折
曲部９を有している。さらに、複数の角形電池セル１１が積層される方向で、且つエンド
プレート５に対し略直角に折曲し延伸したカーテンレール状の入籠構造体を形成している
。この入籠構造体は、コ字状で端面が内向した折片８Ａｆを有している。次に第二サブバ
ー８Ｂは、第一サブバー８Ａ同様、エンドプレート５にネジ止めされる取付孔２１を形成
した折曲部９を有している。さらに、複数の角形電池セル１１が積層される方向で、且つ
エンドプレート５に対し略直角に折曲し延伸したレール状の入籠構造体を形成している。
このレール状の入籠構造体は、第一サブバー８Ａで形成されたカーテンレール状の入籠構
造体に挿入可能な幅で、角形電池セル１１の積層方向に凸状突出部８Ｂｍを設け、端面が
第一サブバー８Ａの折片８Ａｆと接触する折片８Ｂｆを有している。さらにまた、第二サ
ブバー８Ｂには、第一サブバー８Ａとの固定のためのネジ切り孔８Ｂｓを一カ所以上有し
、固定ネジ７により任意の位置で固定することができる。これにより、電池積層構造体１
０は、要求される電圧に対しての電池セル積層体の積層長さに適宜調整可能で、共通のバ
インドバーで対応できる利点が得られる。
【００２９】
　この構成としたバインドバー２０は、第一サブバー８Ａがコ字状を形成し、第二サブバ
ー８Ｂが凸状突出部８Ｂｍを設けているため、捻れに対する強度を向上することができる
。
【００３０】
　さらに図４では、図２の電池積層構造体のＩＶ－ＩＶ線における断面図を示している。
電池積層構造体１０の断面図の両側面には、左右に計４組のバインドバー２０が設置され
ている。このバインドバー２０には、固定ネジ７により第一サブバー８Ａ及び第二サブバ
ー８Ｂが固定されている。これにより、電池積層構造体１０は、４組のバインドバー２０
により締結されている。
【００３１】
　さらにまた、図５（ａ）及び図５（ｂ）は、伸縮自在なバインドバーを固定する状態の
拡大断面図を示している。このバインドバー２０は、図５（ａ）に示すように第二サブバ
ー８Ｂに設けられた一カ所以上のネジ切り孔８Ｂｓを有し、そのネジ切り孔８Ｂｓへ固定
ネジ７が螺合される前の状態を示している。さらに、図５（ｂ）には、第二サブバー８Ｂ
のネジ切り孔８Ｂｓに、固定ネジ７が螺合された状態を示している。これにより、固定ネ
ジ７の先端部が第一サブバー８Ａの内壁に到達し、更にねじ込むことにより第一サブバー
８Ａの折片８Ａｆと第二サブバー８Ｂの折片８Ｂｆが強固に押圧されて固定される。これ
により、第一サブバー８Ａと第二サブバー８Ｂとを任意の場所で固定でき、積層される角
形電池セル１１のスタックによる公差を吸収し、電池セル積層体を定圧に維持しつつ締結
することができる。
【００３２】
　なお実施例１のバインドバー２０は、固定ネジ７を第二サブバー８Ｂのネジ切り孔８Ｂ
ｓに螺合させ、第一サブバー８Ａの折片８Ａｆと第二サブバー８Ｂの折片８Ｂｆを圧着さ
せているが、これに限るものではない。例えば、固定ネジ７に、第一サブバー８Ａのカー
テンレール状の入籠構造体の短辺幅と略同等のワッシャを介在させることにより、第一サ
ブバー８Ａの折片８Ａｆを、第二サブバー８Ｂの折片８Ｂｆと固定ネジ７に介在させたワ
ッシャとにより圧着固定することもできる。
（変形例１）
【００３３】
　次に図６は、変形例１に係るバインドバー２０Ａを示す斜視図を示している。このバイ
ンドバー２０Ａは、第一サブバー１８Ａと第二サブバー１８Ｂで構成されている。第一サ
ブバー１８Ａと第二サブバー１８Ｂは、実施例１と同様にエンドプレート５にネジ止めさ
れる取付孔２１を形成した折曲部９をそれぞれ有している。さらに、第一サブバー１８Ａ
と第二サブバー１８Ｂは、複数の角形電池セル１１が積層される方向で、且つエンドプレ
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ート５に対し略直角に折曲した略平板を形成し、その先に雄ねじを形成した第一ネジ棒１
８Ａｓ及び第二ネジ棒１８Ｂｓで構成されている。
【００３４】
　このバインドバー２０Ａは、第一ネジ棒１８Ａｓ及び第二ネジ棒１８Ｂｓにターンバッ
クル１８Ｔを螺合させ、第一サブバー１８Ａと第二サブバー１８Ｂとを連結し、電池セル
積層体の長さに合わせることができ、定圧で締結させることができる。これにより、バイ
ンドバー２０Ａは、要求される電圧に対しての電池セル積層体の積層長さに適宜調整可能
で、共通のバインドバーで対応できる利点が得られる。
【００３５】
　このように実施例１のバインドバー２０及び変形例１のバインドバー２０Ａは、積層さ
れる角形電池セル１１の積層長さに対し適宜長さ調整が可能で、さらに電池セル積層体を
スタックによる公差に対応し定圧で締結できる構成を可能とした電池積層構造体としてい
る。ただ、バインドバーの構成はこれに限るものでなく、角形電池セル１１の積層方向に
対し長さの調整が可能な他の構成を適宜利用できる。例えば、第一サブバーを筒状、第二
サブバーを筒状に挿入可能なピストン式としたり、バインドバーをロッド式に伸縮自在と
したり、あるいはスライド式のバインドバーを３以上の部材で構成するなど、任意の構成
が適宜利用できる。
（弾性体）
【００３６】
　さらに図７は、応用例１に係る電池積層構造体１０Ａを示す斜視図を示している。この
電池積層構造体１０Ａは、実施例１のバインドバー２０とエンドプレート５との螺合に際
して、折曲部９とエンドプレート５の間にダンパー部３２を介在させている。ダンパー部
３２は、角形電池セル１１の積層方向に弾性変形可能な姿勢で配置することで弾性体を構
成している。これにより、ダンパー部３２の弾性変形によってエンドプレート５が外側に
若干移動できるので、エンドプレート５間に狭持された電池セル積層体の寸法変化を吸収
することができる。
【００３７】
　この構成は、実施例１のバインドバー２０に限らず、既存のバインドバーや変形例１の
バインドバー２０Ａにも利用可能で、容易に電池積層体の寸法変化対応できる弾性体を付
加できる利点が得られる。好ましくは、実施例１のバインドバー２０又は変形例１のバイ
ンドバー２０Ａとすることで、電池セル積層体のスタックによる交差に対し定圧で締結し
、さらに充放電による角形電池セルの熱膨張に対しても寸法吸収ができるため、角形電池
セル自体に負荷が掛かりにくくなる利点がある。
【００３８】
　さらに図８は、変形例２を示す電池積層構造体の斜視図及び折曲部の拡大斜視図を示し
ている。ここで示しているバインドバー２０Ｂは、実施例１のバインドバー２０を基本と
し、第一サブバー２８Ａと第二サブバー２８Ｂで構成されている。さらに、拡大斜視図で
示すように、両端の折曲部９が延長された折曲部９Ａを有し、さらにまたＵ字状に折曲さ
れたＵ字状折曲部３１を形成している。このＵ字状折曲部３１は、電池積層構造体１０Ｂ
の側面に突出する姿勢に形成される。
【００３９】
　さらに拡大斜視図に示すようにＵ字状に折曲されたＵ字状折曲部３１により、折曲部９
Ａに弾性を持たせることができ弾性体を形成することができる。特にバインドバー２０Ｂ
の延長方向と交差する方向にＵ字状折曲部３１を突出させることで、弾性変形を最大限に
活用できる。なお折曲部の突出方向は、このようにバインドバーの延長方向に対して直交
する姿勢とすることが、長さ調整範囲の面からは最も好ましいが、突出方向の角度は適宜
調整することが可能である。例えば、電池積層構造体の側面から突出する量を小さくする
ために、突出部の突出方向を若干斜め方向に設定することもできる。
【００４０】
　また、折曲部９Ａの内、Ｕ字状に折曲されたＵ字状折曲部３１と、バインドバー２０Ｂ
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をエンドプレート５に固定する位置とは離間させることが好ましい。すなわち、折曲部９
Ａの弾性変形するＵ字状折曲部３１に取付孔２１を設けないようにすることで、折曲部９
Ａの十分な弾性変形量を確保できる。これにより、電池積層構造体１０Ｂは、要求される
電圧に対しての電池セル積層体の積層長さに適宜調整可能で、且つ積層された角形電池セ
ル１１が大電流での充放電時の形状膨張による寸歩変化にも対応できる利点が得られる。
【００４１】
　さらにまた、この変形例２のバインドバー２０Ｂは、実施例１のバインドバー２０を基
本としているが、これに限るものではなく、同様に変形例１のバインドバー２０Ａを基本
とすることもできる。
【００４２】
　さらにまた、この変形例２のバインドバー２０Ｂに、応用例１のダンパー部３２を介在
させることもできる。
【００４３】
　以上の電源装置は、車載用のバッテリシステムとして利用できる。電源装置を搭載する
車両としては、エンジンとモータの両方で走行するハイブリッドカーやプラグインハイブ
リッドカー、あるいはモータのみで走行する電気自動車などの電動車両が利用でき、これ
らの車両の電源として使用される。
（ハイブリッド車用電源装置）
【００４４】
　図９に、エンジンとモータの両方で走行するハイブリッドカーに電源装置を搭載する例
を示す。この図に示す電源装置を搭載した車両ＨＶは、車両ＨＶを走行させるエンジン９
６及び走行用のモータ９３と、モータ９３に電力を供給するバッテリシステム１００Ｂと
、バッテリシステム１００Ｂの電池を充電する発電機９４とを備えている。バッテリシス
テム１００Ｂは、ＤＣ／ＡＣインバータ９５を介してモータ９３と発電機９４に接続して
いる。車両ＨＶは、バッテリシステム１００Ｂの電池を充放電しながらモータ９３とエン
ジン９６の両方で走行する。モータ９３は、エンジン効率の悪い領域、たとえば加速時や
低速走行時に駆動されて車両を走行させる。モータ９３は、バッテリシステム１００Ｂか
ら電力が供給されて駆動する。発電機９４は、エンジン９６で駆動され、あるいは車両に
ブレーキをかけるときの回生制動で駆動されて、バッテリシステム１００Ｂの電池を充電
する。
（電気自動車用電源装置）
【００４５】
　また図１０に、モータのみで走行する電気自動車に電源装置を搭載する例を示す。この
図に示す電源装置を搭載した車両ＥＶは、車両ＥＶを走行させる走行用のモータ９３と、
このモータ９３に電力を供給するバッテリシステム１００Ｃと、このバッテリシステム１
００Ｃの電池を充電する発電機９４とを備えている。モータ９３は、バッテリシステム１
００Ｃから電力が供給されて駆動する。発電機９４は、車両ＥＶを回生制動する時のエネ
ルギーで駆動されて、バッテリシステム１００Ｃの電池を充電する。
（蓄電用電源装置）
【００４６】
　さらに、この電源装置は、移動体用の動力源としてのみならず、載置型の蓄電用設備と
しても利用できる。例えば家庭用、工場用の電源として、太陽光や深夜電力等で充電し、
必要時に放電する電源システム、あるいは日中の太陽光を充電して夜間に放電する街路灯
用の電源や、停電時に駆動する信号機用のバックアップ電源等にも利用できる。このよう
な例を図１１に示す。この図に示す電源装置１００Ａは、複数の電池積層構造体８１をユ
ニット状に接続して電池ユニット８２を構成している。各電池積層構造体８１は、複数の
角形電池セルが直列及び／又は並列に接続されている。各電池積層構造体８１は、電源コ
ントローラ８４により制御される。この電源装置１００Ａは、電池ユニット８２を充電用
電源ＣＰで充電した後、負荷ＬＤを駆動する。このため電源装置１００Ａは、充電モード
と放電モードを備える。負荷ＬＤと充電用電源ＣＰはそれぞれ、放電スイッチＤＳ及び充
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電スイッチＣＳを介して電源装置１００Ａと接続されている。放電スイッチＤＳ及び充電
スイッチＣＳのＯＮ／ＯＦＦは、電源装置１００Ａの電源コントローラ８４によって切り
替えられる。充電モードにおいては、電源コントローラ８４は充電スイッチＣＳをＯＮに
、放電スイッチＤＳをＯＦＦに切り替えて、充電用電源ＣＰから電源装置１００Ａへの充
電を許可する。また充電が完了し満充電になると、あるいは所定値以上の容量が充電され
た状態で負荷ＬＤからの要求に応じて、電源コントローラ８４は充電スイッチＣＳをＯＦ
Ｆに、放電スイッチＤＳをＯＮにして放電モードに切り替え、電源装置１００Ａから負荷
ＬＤへの放電を許可する。また、必要に応じて、充電スイッチＣＳをＯＮに、放電スイッ
チＤＳをＯＮにして、負荷ＬＤの電力供給と、電源装置１００Ａへの充電を同時に行うこ
ともできる。
【００４７】
　電源装置１００Ａで駆動される負荷ＬＤは、放電スイッチＤＳを介して電源装置１００
Ａと接続されている。電源装置１００Ａの放電モードにおいては、電源コントローラ８４
が放電スイッチＤＳをＯＮに切り替えて、負荷ＬＤに接続し、電源装置１００Ａからの電
力で負荷ＬＤを駆動する。放電スイッチＤＳはＦＥＴ等のスイッチング素子が利用できる
。放電スイッチＤＳのＯＮ／ＯＦＦは、電源装置１００Ａの電源コントローラ８４によっ
て制御される。また電源コントローラ８４は、外部機器と通信するための通信インターフ
ェースを備えている。図１５の例では、ＵＡＲＴやＲＳ－２３２Ｃ等の既存の通信プロト
コルに従い、ホスト機器ＨＴと接続されている。また必要に応じて、電源システムに対し
てユーザが操作を行うためのユーザインターフェースを設けることもできる。
【００４８】
　各電池積層構造体８１は、信号端子と電源端子を備える。信号端子は、パック入出力端
子ＤＩと、パック異常出力端子ＤＡと、パック接続端子ＤＯとを含む。パック入出力端子
ＤＩは、他のパック電池や電源コントローラ８４からの信号を入出力するための端子であ
り、パック接続端子ＤＯは子パックである他のパック電池に対して信号を入出力するため
の端子である。またパック異常出力端子ＤＡは、パック電池の異常を外部に出力するため
の端子である。さらに電源端子は、電池積層構造体８１同士を直列、並列に接続するため
の端子である。
【００４９】
　さらにこの電源装置１００Ａは、電池ユニット８２の均等化のための均等化モードを備
える。電池ユニット８２は並列接続スイッチ８５を介して出力ラインＯＬに接続されて互
いに並列に接続されている。このため電源コントローラ８４に制御される均等化回路８６
を備えている。均等化回路８６によって、複数の電池ユニット８２間の電池残存容量のば
らつきを抑制される。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明に係る電池積層構造体及びこれを備える車両並びに電池積層構造体用のバインド
バーは、ＥＶ走行モードとＨＥＶ走行モードとを切り替え可能なプラグイン式ハイブリッ
ド電気自動車やハイブリッド式電気自動車、電気自動車等の電源装置として好適に利用で
きる。またコンピュータサーバのラックに搭載可能なバックアップ電源装置、携帯電話等
の無線基地局用のバックアップ電源装置、家庭内用、工場用の蓄電用電源、街路灯の電源
等、太陽電池と組み合わせた蓄電装置、信号機等のバックアップ電源用等の用途にも適宜
利用できる。
【符号の説明】
【００５１】
１００、１００Ａ…電源装置
１００Ｂ、１００Ｃ…バッテリシステム
１…外装上ケース
２…端面カバー
３…外装底面ケース
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４Ａ、４Ｂ…フランジ
５…エンドプレート
６…セパレータ
７…固定ネジ
８Ａ…第一サブバー
８Ａｆ…折片
８Ｂ…第二サブバー
８Ｂｆ…折片
８Ｂｓ…ネジ切り孔
８Ｂｍ…凸状突出部
９、９Ａ…折曲部
１０、１０Ａ、１０Ｂ…電池積層構造体
１１…角形電池セル
１４…電極端子
１５…安全弁
１６…止ネジ
１８Ａ…第一サブバー
１８Ａｓ…第一ネジ棒
１８Ｂ…第二サブバー
１８Ｂｓ…第二ネジ棒
１８Ｔ…ターンバックル
２０、２０Ａ、２０Ｂ…バインドバー
２１…取付孔
２８Ａ…第一サブバー
２８Ｂ…第二サブバー
３１…Ｕ字状折曲部
３２…ダンパー部
８１…電池積層構造体
８２…電池ユニット
８４…電源コントローラ
８５…並列接続スイッチ
８６…均等化回路
９３…モータ
９４…発電機
９５…インバータ
９６…エンジン
９２０…電池積層体
９２１…拘束プレート
９２３…バインドバー
９２４…スプリング
９２５…ナット
９２６…圧力センサ
９２８…電池ＥＣＵ
ＨＶ、ＥＶ…車両
ＬＤ…負荷；ＣＰ…充電用電源；ＤＳ…放電スイッチ；ＣＳ…充電スイッチ
ＯＬ…出力ライン；ＨＴ…ホスト機器
ＤＩ…パック入出力端子；ＤＡ…パック異常出力端子；ＤＯ…パック接続端子
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